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個別労務相談会個別労務相談会

　御坊商工会議所では、専門指導員（社会保険労務士）を配置した出張相談

室を設置し、就業規則作成変更、賃金・助成金等労務管理全般など、中小企

業の労働面の相談等にワン・ストップで対応しています。お気軽にお申込

み下さい。

※都合により、ご相談日時の変更等のお願いをする場合がございます。

※また、個別訪問も行っておりますので、お気軽にお問合せ下さい。

※ご相談については、完全予約制となっております。

　必ず事前のご予約をお願いします。

令和７年 11 月 21 日（金）

御坊商工会館３階　会議室

（1 時間単位での予約）午後１時～午後５時
日  時

場  所

御坊商工会議所 までご予約•お問合せ先 TEL22-1008

社会保険労務士に無料で相談できます

　

臨
時
議
員
総
会
を
、
10

月
28
日
（
火
）
午
後
３
時

か
ら
御
坊
商
工
会
館
四
階

大
会
議
室
で
開
催
し
、
10

月
末
の
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
議
員
改
選
を
行
っ
た
。

常
議
員
・
議
員
ら
約
50
名

が
出
席
し
、
委
任
状
に
よ

る
有
効
出
席
者
数
の
確
認

の
後
、議
事
に
移
っ
た
。

　

会
頭
選
出
で
は
、
現
会

頭
の
上
西
一
永
氏
が
、
指

名
推
薦
で
候
補
に
挙
が
り
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

副
会
頭
に
は
、
丸
山
信
仁

氏
、
角
幸
彦
氏
、
中
江
良

一
氏
が
再
任
さ
れ
、
専
務

理
事
は
、
塩
路
泰
弘
が
再

任
し
た
。

　

上
西
会
頭
は
、「
現
在

の
経
済
環
境
で
す
が
、
円

安
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材

料
価
格
の
高
止
ま
り
、
人

手
不
足
な
ど
に
加
え
、
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ

る
人
件
費
負
担
な
ど
、
中

小
企
業
に
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
な
ど

新
た
な
課
題
に
も
直
面
し

て
お
り
、
個
々
の
努
力
だ

け
で
は
解
決
が
難
し
い
局

面
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
地
域
が
一
体
と
な
り
、

知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
難

問
も
山
積
み
で
す
が
、
再

任
さ
れ
ま
し
た
丸
山
副
会

頭
、
角
副
会
頭
、
中
江
副

会
頭
、
塩
路
専
務
理
事
と

力
を
合
わ
せ
て
地
域
経
済

の
活
性
化
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

議
題
終
了
後
、
事
務
局

か
ら
き
の
く
に
ロ
ボ
ッ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２

５
や
新
春
賀
礼
会
に
つ
い

て
な
ど
、
報
告
事
項
を
い

く
つ
か
紹
介
し
臨
時
議
員

総
会
を
終
了
し
た
。

　

議
員
・
常
議
員
・
監
事
・

常
任
参
与
・
議
員
参
与
は

次
の
方
々
。

【
議
員
】

大
畑
博
信
・
岡
本
恒
男

尾
﨑
達
哉
・
金
谷
泰
正

狩
谷
樹
生
・
岸
田
好
雄

木
村　

稔
・
久
保
英
之

源
地
美
智
子
・
小
池
佐
左
夫

榊　

和
雄
・
佐
野
幸
作

杉
本
ま
ゆ
み
・
田
端
廣
正

田
渕　

諭
・
西
田
光
作

橋
本
昌
典
・
藤
岡
宏
太

伏
木
眞
仁
・
古
田
謹
章

細
川
健
次
郎
・
松
本
芳
久

丸
山
初
美
・
三
尾
聖
司

村
上
宗
隆
・
森
本
弘
之

吉
田
敏
夫

（
以
上
一
号
議
員
）

天
野
孝
二
・
植
田
光
昭

小
池
佳
史
・
小
松
一
也

阪
本
仁
志
・
笹
野
千
賀
子

高
垣
太
郎
・
谷
口
邦
弘

田
渕　

稔
・
玉
置
榮
治

津
村　

周
・
長
田
道
典

野
村
義
夫
・
濱
田
浩
平

山
来
謙
治
・
吉
田
卓
司

（
以
上
二
号
議
員
）

大
杉　

達
・
喜
多
英
隆

塩
路
哲
英
・
谷　

憲
一

堀
口
森
次
・
山
田
誠
一

柚
瀬　

清

（
以
上
三
号
議
員
）

【
顧
問
】

吉
田　

擴

【
常
議
員
】

天
野
孝
二
・
岡
本
恒
男

小
池
佳
史
・
阪
本
仁
志

塩
路
哲
英
・
高
垣
太
郎

谷
口
邦
弘
・
田
端
廣
正

玉
置
榮
治
・
長
田
道
典

野
村
義
夫
・
濱
田
浩
平

古
田
謹
章
・
堀
口
森
次

柚
瀬　

清
・
吉
田
卓
司

【
監
事
】

川
瀬
和
男
・
小
林
隆
弘

【
常
任
参
与
】

石
田
将
義
・
内
田　

扶

宇
都
宮
仁
・
小
浦
芳
生

大
杉　

達
・
狩
谷
樹
生

喜
多
英
隆
・
倉
持
昌
広

源
地
美
智
子
・
小
池
知
明

小
松
一
也
・
笹
野
千
賀
子

佐
野
幸
作
・
杉
本
ま
ゆ
み

薗　

益
喜
・
髙
石
彰
一

田
中
博
章
・
田
渕　

諭

田
渕　

稔
・
津
村　

周

中
道
哲
也
・
西
田
友
紀

畑
山
彰
夫
・
東
濵
貴
史

古
久
保
佳
州
・
細
川
幸
三

前
川　

崇
・
松
本
賢
一

三
尾
聖
司
・
村
上
宗
隆

山
来
謙
治
・
山
田
誠
一

山
本
達
也
・
山
本
浩
之

吉
本
秀
行

【
議
員
参
与
】

井
関
圭
司
・
北
村
智
広

小
池
正
幸
・
小
瀬
晴
雄

五
味　

牧
・
坂
井
和
夫

阪
本
眞
紀
・
谷
口　

司

谷
本
幸
司
・
谷
本
宗
城

田
淵
光
彦
・
玉
置
幸
史

野
尻
修
司
・
平
野
清
一

細
田
幸
治
・
前
田
達
也

丸
山
克
也
・
宮
路
雅
仁

山
田
道
夫
・
蕨
野
敏
博

任
期
は
、三
年
。

臨
時
議
員
総
会

臨
時
議
員
総
会

―

上
西
会
頭
３
期
目
ス
タ
ー
ト―

再任された角副会頭、上西会頭、丸山副会頭、塩路専務（左から）

中江副会頭
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「
も
う
は
ま
だ
な
り
、

ま
だ
は
も
う
な
り
」。最

後
の
相
場
師
と
い
わ
れ

た
是
川
銀
蔵
が
著
作
の

中
で
紹
介
し
、
株
式
投

資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
読

む
極
意
と
さ
れ
る
言
葉

で
す
。
目
先
の
利
益
や

感
情
に
と
ら
わ
れ
な
い

で
、
起
き
て
い
る
現
象

を
冷
静
に
観
察
し
て
決

断
す
る
難
し
さ
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ッ
ト
商
品
も
時
代

と
の
関
係
で
生
ま
れ
ま

す
か
ら
、
新
し
い
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に

つ
い
て
も
こ
の
考
え
方

は
通
じ
ま
す
。先
日
、
国

産
の
ウ
イ
ス
キ
ー
に
関

し
て
東
京
都
内
で
有
数

の
品
ぞ
ろ
え
を
持
っ
て

い
る
バ
ー
の
店
長
と
話

を
し
て
い
て
、「
過
熱
気

味
だ
っ
た
国
産
ウ
イ
ス

キ
ー
ブ
ー
ム
に
陰
り
が

見
え
始
め
て
い
る
」
と

聞
き
ま
し
た
。
市
場
で

は
高
い
人
気
が
保
た
れ

て
い
て
、
新
規
の
フ
ァ

ン
も
ま
だ
増
え
て
い
る

状
況
で
す
が
、
一
部
の

プ
ロ
は
、
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
で
供
給
が

上
回
り
つ
つ
あ
る
と
感

じ
始
め
て
い
ま
す
。「
業

者
の
間
で
も
な
か
な
か

手
に
入
ら
な
か
っ
た
品

物
が
ち
ら
ほ
ら
と
入
手

で
き
る
状
態
で
出
回
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
」

と
い
う
こ
と
か
ら
、
肌

感
覚
で
そ
ろ
そ
ろ
バ
ブ

ル
的
な
ブ
ー
ム
は
収
ま

る
だ
ろ
う
と
い
う
判
断

で
す
。
こ
う
し
た
わ
ず

か
な
兆
候
を
見
逃
さ
ず

先
を
読
ん
で
在
庫
調
整

な
ど
の
手
を
打
つ
そ
う

で
す
。故
事
に
あ
る
「
一

葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を

知
る
」
の
感
覚
な
の
で

し
ょ
う
。

　

ピ
ー
ク
が
見
え
始
め

た
状
態
で
も
、
こ
れ
か

ら
こ
の
分
野
に
参
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
企
業

が
い
く
つ
も
あ
る
と
、

そ
の
店
長
は
心
配
し
て

い
ま
し
た
。参
入
は
、
ま

だ
ま
だ
市
場
は
拡
大
す

る
と
読
ん
で
の
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
う
し
た
企

業
の
製
品
が
市
場
に
出

る
の
は
し
ば
ら
く
後
に

な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

と
き
に
市
場
の
需
要
と

供
給
の
関
係
は
ど
う

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、

し
ば
ら
く
前
に
聞
い
た

国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
の
製

造
を
手
掛
け
て
い
る
地

方
企
業
の
社
長
の
話
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
そ

の
社
長
は
、「
今
の
ブ
ー

ム
は
そ
う
長
く
続
か
な

戦
略
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ブ
ー
ム
を
追
い
か
け

る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、

そ
れ
で
ち
ゃ
ん
と
持
続

的
に
利
益
を
出
せ
る
の

か
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
方
ブ
ー
ム
が

本
格
的
に
起
き
る
前
に

自
ら
仕
掛
け
る
に
は
多

額
の
広
告
宣
伝
費
用
が

か
か
る
こ
と
が
多
く
、

中
小
企
業
に
は
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ー

ム
が
起
き
た
と
き
、
そ

の
先
で
ち
ょ
う
ど
よ
い

商
品
が
す
で
に
で
き
て

い
て
待
ち
構
え
て
い
る

と
い
う
の
が
中
小
企
業

の
理
想
で
す
。

　

日
本
の
も
の
づ
く
り

は
概
し
て
丁
寧
で
レ
ベ

ル
が
高
く
、
短
期
間
で

も
良
い
も
の
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
ケ
ー
ス

が
多
く
あ
り
ま
す
。
逆

い
か
ら
、
無
理
し
て
つ

く
っ
た
り
売
っ
た
り
は

し
な
い
。
宣
伝
も
し
な

い
。
日
本
の
製
品
を
高

く
評
価
す
る
海
外
の
お

客
さ
ん
が
ど
う
し
て
も

欲
し
い
と
買
い
に
来
た

場
合
は
売
っ
て
い
る
。

そ
の
売
り
上
げ
で
、
将

来
本
当
に
世
界
で
勝
負

で
き
る
品
質
と
個
性
を

備
え
た
商
品
を
長
期
的

な
視
点
で
開
発
す
る
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
ブ
ー
ム
に
は
あ

え
て
乗
ら
ず
、
ブ
ー
ム

が
過
ぎ
て
淘
汰
（
と
う

た
）さ
れ
た
先
で
、
き
ち

ん
と
評
価
さ
れ
て
生
き

残
る
た
め
の
開
発
は
怠

ら
な
い
と
い
う
考
え
で

す
。
こ
れ
も
「
時
代
の

変
化
を
読
ん
で
網
を
張

る
」
と
い
う
冷
静
な
判

断
に
基
づ
い
た
一
つ
の

に
言
え
ば
、
少
し
出
遅

れ
て
も
頑
張
れ
ば
ブ
ー

ム
に
間
に
合
っ
て
し
ま

う
と
い
う
面
が
あ
り
ま

す
。し
か
し
、
せ
っ
か
く

の
投
資
を
持
続
的
な
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
に

は
、
ブ
ー
ム
の
後
先
を

読
ん
で
冷
静
に
対
応
す

る
姿
勢
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト

／
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

渡
辺　

和
博

「
ブ
ー
ム
に
乗
る
か
？
追
い
か
け
る
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　先
回
り
す
る
か
？
」

さいぜ 行が く経営指導員突撃！
インタビュ

ー!!
事業所訪問

御坊には色んなシゴトがあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！

そんな思いに応えてさまざまなシゴトを突撃インタビュー！

所在地

ＴＥＬ

営業時間

定休日 Instagram

和歌山県日高郡日高川町土生129-3

090-8388-3747

11時00分～ 19時00分

火曜日

「時を繋ぐメンテナンス」

靴とバッグの美容室 STILLSHINE
シューシャイナー 野尻　悠貴さん

●今月の突撃・ターゲット

スティルシャイン

　当商工会議所職員の西瀨紗妃が会員事業所への突撃インタ
ビューをして、「商売人の声」をお届けいたします。
　今月の訪問は、日高川町役場前にお店を構える“靴とバッグ
の美容室 STILLSHINE”さん。笑顔で迎えてくれた野尻悠貴さ
んに早速、突撃インタビュー！！
　野尻さんが高校生の時に、亡くなった父親が履いていた革靴
を見つけ、ほこりをかぶったその靴を「きれいにしてあげた
い」という思いで磨いてみたそうです。「磨いてみると嘘みた
いにきれいになったんです。その瞬間の感動が、今でも仕事に
向き合う原動力になっています」と野尻さんは話してくれまし
た。
　高校卒業後は京都へ進学。学業の傍ら、バーテンダーのアル
バイトをしながらも、靴磨きの技術を独学で学び、駅前などの
路上で靴磨きをしていたそうです。その後、姫路で会社員とし
て勤務していましたが、休日や夜の時間は革製品に触れるため
に使い、地元に戻ってきてからもその想いは消えず、ついに本
格的に靴磨きの道へ進む決意を固め、2022年4月に「靴とバッ
グの美容室 STILLSHINE」をオープンしました。
　店名には「まだ輝く」という思いが込められており、物置ス
ペースをDIYで改装した店内は「オシャレで大人っぽい空間」
をコンセプトにレイアウトが考えられています。バーテンダー
時代の経験を活かし、カウンター席を設けているのも特徴的
で、お客様は目の前で職人の技術を楽しむことができます。
　そんなSTILLSHINEでは、靴磨きだけでなく、バッグや財布な
ど、あらゆる革製品の修理・磨き・染め替えなどを手がけてい
ます。意外にもソファの修理も対応可能とのことで、革製品全
般の総合メンテナンスとして活動しています。
　普段、心掛けていることを聞いてみると「丁寧に修理するこ
とはもちろんですが、預かった品の寿命をどれだけ延ばせるか
を大事にしています。革は手をかけた分だけ応えてくれる素材
であり、もう使えないと諦めているモノでも、手入れしだいで
蘇らせることができます」と優しい笑顔で話す姿には、革製品
と真摯に向き合う職人としての誇りが伝わってきました。
　大量生産・大量消費の時代だからこそ、モノを大切にするこ
とがより大事になってきま
す。大切なモノをいつまで
も使いたい、もう使えない
と諦めているモノを蘇らせ
たい、そんな想いを叶える
ためにSTILLSHINEはあなた
のご来店をお待ちしており
ます。

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！
高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。

詳しくは、HP（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター
（0570 ー 008656（ナビダイアル）または（03）5321－8656）
までお問い合わせください。

※「母子家庭」、「父子家庭」、「交通遺児家庭」、「世帯年収 200万円（所得 132万円）以内の方」
　または「子ども 3人以上の世帯かつ世帯年収 500万円（所得 356万円）以内の方」は
　年 2.75％
　（令和 7年 9月 1日時点）

【ご融資額】
【金　　利】

【ご返済期間】
【お使いみち】
【ご返済方法】
【保　　証】

お子さま 1人あたり 350 万円以内
年 3.15％　固定金利

20 年以内
入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可）
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今
回
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
で

工
場
の
見
え
る
化
を
進

め
た
製
造
業
の
事
例
で

す
。
愛
知
県
碧
南
市
に

あ
る
日
進
工
業
株
式
会

社
は
、
自
動
車
内
装
向

け
樹
脂
部
品
を
射
出
成

形
で
生
産
す
る
企
業
で

す
。
長
田
和
徳
氏
が
社

長
に
就
任
し
た
２
０
０

５
年
か
ら
本
格
的
な
情

報
シ
ス
テ
ム
化
に
着
手

し
、
1 5
年
の
新
工
場
稼

働
を
機
に
ス
マ
ー
ト
工

場
化
を
加
速
さ
せ
、
現

場
の
判
断
と
経
営
の
可

視
性
を
同
時
に
高
め
る

仕
組
み
づ
く
り
に
踏
み

出
し
ま
し
た
。

（
し
ん
ち
ょ
く
）
を
見

え
る
化
し
ま
し
た
。
人

員
配
置
は
デ
ー
タ
に
基

づ
き
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

最
適
化
し
、
人
手
が
必

要
な
工
程
に
は
応
援
を

回
し
、
順
調
な
工
程
に

は
早
上
が
り
で
残
業
を

抑
制
。
残
業
代
削
減
の

成
果
は
ボ
ー
ナ
ス
で
還

元
し
、
納
得
感
が
提
案

力
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　

成
果
の
蓄
積
に
合
わ

せ
、
画
面
設
計
や
用
語

を
誰
に
で
も
読
み
や
す

く
統
一
し
、
国
内
外
拠

点
や
協
力
工
場
と
同
じ

指
標
で
会
話
で
き
る
体

制
へ
拡
張
し
ま
し
た
。

短
時
間
停
止
の
主
要
因

だ
っ
た
段
取
り
や
準
備

の
不
具
合
が
減
り
、
標

準
作
業
時
間
の
明
確
化

と
予
防
保
全
の
優
先
順

位
付
け
が
進
ん
だ
こ
と

　

は
じ
め
に
成
形
機
か

ら
シ
ョ
ッ
ト
信
号
な
ど

の
稼
働
デ
ー
タ
を
自
動

収
集
し
、
機
械
ご
と
の

稼
働
・
休
止
・
段
取
り
・

修
理
の
状
態
と
所
要
時

間
を
色
分
け
で
表
示
す

る
基
盤
を
構
築
し
ま
し

た
。
大
型
モ
ニ
タ
ー
と

ス
マ
ホ
で
稼
働
率
や
停

止
理
由
を
即
時
に
共
有

し
、
見
落
と
さ
れ
が
ち

な
短
時
間
停
止
（
チ
ョ

コ
停
）
も
継
続
的
に
記

録
。
デ
ー
タ
を
起
点
に

段
取
り
、
金
型
、
資
材
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
改
善

が
日
常
化
し
、
無
駄
な

停
止
の
圧
縮
が
進
み
ま

で
、
工
程
間
の
バ
ラ
つ

き
が
減
少
し
ま
し
た
。

教
育
面
で
は
社
内
研
修

や
、
国
家
資
格
「
Ｉ
Ｔ

パ
ス
ポ
ー
ト
」
取
得
の

支
援
を
継
続
し
、
デ
ー

タ
を
読
み
解
け
る
人
材

層
を
厚
く
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
サ
ン
プ
ル

ラ
イ
ン
の
公
開
や
工
場

見
学
の
受
け
入
れ
に
加

え
て
、
自
社
で
開
発
し

た
シ
ス
テ
ム
や
ユ
ニ
ッ

ト
の
外
販
も
開
始
し
て

い
ま
す
。
短
期
の
費
用

対
効
果
に
と
ら
わ
れ
ず
、

投
資
を
循
環
さ
せ
て
現

場
力
を
底
上
げ
す
る
方

針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
ず
自
社
で
結
果
を
出

し
、
そ
の
知
見
を
地
域

へ
還
元
す
る
同
社
の
歩

み
は
、
中
小
企
業
が
無

理
な
く
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る

た
め
の
現
実
解
と
し
て

大
い
に
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
導
入
初
期
に
想

定
以
下
だ
っ
た
稼
働
率

は
5 5
％
か
ら
9 0
％
へ
と

大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

　

生
産
管
理
も
ル
ー
ル

を
刷
新
し
ま
し
た
。
省

力
化
・
省
人
化
や
時
間

当
た
り
の
生
産
量
向
上

な
ど
で
は
な
く
「
設
備

稼
働
１
０
０
％
」
を
最

重
要
指
標
に
据
え
、
仕

事
の
や
り
方
、
ノ
ウ
ハ

ウ
共
有
、
評
価
、
給
与

ま
で
を
デ
ー
タ
起
点
で

再
構
成
し
ま
し
た
。
タ

イ
ム
カ
ー
ド
や
生
産
実

績
と
連
携
し
、
個
人
と

班
の
達
成
率
、
１
個
当

た
り
時
間
、
計
画
進
捗

す
。

（
こ
の
事
例
は
筆
者
取

材
時
の
も
の
で
あ
り
、

現
在
で
は
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

ウ
イ
ン
グ
ア
ー
ク
１
ｓ

ｔ
株
式
会
社　

デ
ー
タ

の
じ
か
ん
主
筆

大
川　

真
史

中
小
企
業
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
事
例

「
設
備
稼
働
１
０
０
％
で
現
場
と

　
　
　
　
経
営
を
同
期
さ
せ
た
ス
マ
ー
ト
工
場
」

中
組
が
展
示
し
て
お
り
、紀

小
竹
組
で
８
組
目
と
な
り
、

迫
力
あ
る
鬼
の
衣
装
と
面
、

豪
華
絢
爛
な
屋
台
、そ
し
て

赤
地
に
金
の
瓢
箪（
ひ
ょ
う

た
ん
）を
あ
し
ら
っ
た
傘
鉾

が
並
び
、訪
れ
る
人
々
を
御

坊
祭
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

　

御
坊
祭
は
小
竹
八
幡
神

社
の
秋
季
例
祭
と
し
て
古

く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
も

の
で
、「
人
を
見
た
け
り
ゃ

御
坊
祭
」と
謳
わ
れ
る
ほ
ど

大
勢
の
見
物
客
が
集
ま
る

日
高
地
方
最
大
の
秋
祭
り

で
す
。

　

今
回
展
示
さ
れ
た
屋
台

は
、数
年
前
に
新
調
さ
れ
た

ば
か
り
の
も
の
で
、伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
現
代
の
技

術
と
職
人
の
精
緻
な
手
仕

事
を
取
り
入
れ
て
制
作
さ

れ
、金
色
の
屋
根
や
欄
干
、

彫
刻
の
細
部
に
至
る
ま
で

見
事
な
仕
上
が
り
と
な
っ

　

こ
の
度
、御
坊
寺
内
町
会

館
の
展
示
内
容
が
10
月
６

日(

月)

か
ら
一
部
新
し
く
な

り
ま
し
た
。
御
坊
寺
内
町

会
館
と
は
、国
の「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」に
基
づ
く「
わ
が
ま
ち

魅
力
発
信
事
業
」で
整
備

さ
れ
た
施
設
で
、御
坊
市
の

魅
力
・
情
報
発
信
拠
点
と

し
て
、
旧
Ｊ
Ａ
御
坊
支
所

跡
を
借
用
す
る
形
で
平
成

28
年
10
月
に
開
館
い
た
し

ま
し
た
。以
来
、こ
れ
ま
で

に
１
４
，０
０
０
人
を
超

す
人
々
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
新
し
く
な
っ
た
の

は
メ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
の
展

示
で
、
御
坊
祭
氏
子
組
の

一
つ「
紀
小
竹
組
（
き
し
の

ぐ
み
）」の
祭
礼
道
具
を
展

示
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

に
御
坊
町
、下
組
、名
屋
組
、

東
薗
組
、上
組
、濱
ノ
瀬
組
、

て
い
ま
す
。ま
た
、
祭
り
の

臨
場
感
を
で
き
る
だ
け
再

現
す
る
た
め
、屋
台
の
上
に

は
獅
子
頭
と
大
太
鼓
を
据

え
、
担
ぎ
棒
も
通
し
た
状

態
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、祭

り
当
日
の
熱
気
を
そ
の
ま

ま
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

展
示
を
見
学
し
た
来
館

者
か
ら
は
、「
祭
り
の
熱
気

が
伝
わ
っ
て
く
る
」、「
近
く

か
ら
じ
っ
く
り
見
る
こ
と

が
出
来
て
嬉
し
い
」と
い
っ

た
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
は
祭
礼
の
日
し
か
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
屋
台

や
装
束
を
、間
近
に
ゆ
っ
く

り
と
観
察
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
す
。御
坊
の
秋
を
彩

る
御
坊
祭
の
魅
力
を
、ぜ
ひ

館
内
で
じ
っ
く
り
と
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。展
示
期
間
は

11
月
初
旬
ま
で
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

御
坊
寺
内
町
会
館
で
は
、

今
後
も
御
坊
市
の
文
化
や

歴
史
を
紹
介
す
る
企
画
展

示
を
順
次
展
開
し
て
い
く

予
定
で
す
。皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ご
来
館
下
さ
い
。

『
御
坊
寺
内
町
会
館
』

◎
所
在
地

　

御
坊
市
御
坊
２
０
６

◎
開
館
日

　

毎
週
火
、金
、

　

土
、日
、祝
日

◎
開
館
時
間

　

午
前
10
時
00
分
～

　

午
後
３
時
00
分

◎
入
館
料

　

無
料

御
坊
寺
内
町
会
館
の
展
示
が

       

新
し
く
な
り
ま
し
た
!!

御
坊
寺
内
町
会
館
の
展
示
が

       

新
し
く
な
り
ま
し
た
!!

『
御
坊
寺
内
町
会
館
』

『
御
坊
寺
内
町
会
館
』

◎
所
在
地

◎
所
在
地

◎
開
館
日

◎
開
館
日

◎
開
館
時
間

◎
開
館
時
間

◎
入
館
料

◎
入
館
料
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の
祭
礼
道
具
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
御
坊
町
、
下
組
、
名

屋
組
、
東
薗
組
、
上
組
、

濱
ノ
瀬
組
、
中
組
が
展

示
し
て
お
り
、
紀
小
竹

組
で
８
組
目
と
な
り
、

迫
力
あ
る
鬼
の
衣
装
と

面
、
豪
華
絢
爛
な
屋
台
、

そ
し
て
赤
地
に
金
の
瓢

箪
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
を

あ
し
ら
っ
た
傘
鉾
が
並

び
、
訪
れ
る
人
々
を
御

坊
祭
の
世
界
へ
と
誘
い

ま
す
。

　

御
坊
祭
は
小
竹
八
幡

神
社
の
秋
季
例
祭
と
し

て
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

き
た
も
の
で
、
「
人
を

見
た
け
り
ゃ
御
坊
祭
」

と
謳
わ
れ
る
ほ
ど
大
勢

の
見
物
客
が
集
ま
る
日

高
地
方
最
大
の
秋
祭
り

で
す
。

　

今
回
展
示
さ
れ
た
屋

　

こ
の
度
、
御
坊
寺
内

町
会
館
の
展
示
内
容
が

1 0
月
６
日(

月)

か
ら
一

部
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

御
坊
寺
内
町
会
館
と
は
、

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
基
づ
く
「
わ
が

ま
ち
魅
力
発
信
事
業
」

で
整
備
さ
れ
た
施
設
で
、

御
坊
市
の
魅
力
・
情
報

発
信
拠
点
と
し
て
、
旧

Ｊ
Ａ
御
坊
支
所
跡
を
借

用
す
る
形
で
平
成
2 8
年

1 0
月
に
開
館
い
た
し
ま

し
た
。
以
来
、
こ
れ
ま

で
に
１
４,

０
０
０
人

を
超
す
人
々
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
新
し
く
な
っ
た

の
は
メ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

の
展
示
で
、
御
坊
祭
氏

子
組
の
一
つ
「
紀
小
竹

組
（
き
し
の
ぐ
み
）
」

御坊商工会議所青年部　情報通信

　９月２７日（土）海南市『べっちんさん』にて和歌山県商工会議所

青年部連合会令和７年度第３回役員会および若手後継者育成事業が開

催されました。

　御坊商工会議所青年部からは４名が出席し、11 月開催の会員大会

や親睦ゴルフコンペについて話し合いました。若手後継者育成事業で

は『～地域の未来を担う若者たちへ～』をテーマに、地域で注目され

ている中西農園の中西氏より「農業を未来産業へ」との想いを胸に、

独自のブランディングや６次産業化など、経営や地域連携のヒントを

学ばせていただきました。 

和歌山県商工会議所青年部連合会
第３回役員会および若手後継者育成事業に参加しました！

　

1 0
月
2 7
日

(

月

)

、

御
坊
商
工
会
館
に
て

働
き
方
改
革
推
進
支

援
助
成
金
セ
ミ
ナ
ー

事
業
の
第
二
弾
と
な

る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
集
客
戦
略

セ
ミ
ナ
ー 

～
生
産
性

Ｕ
Ｐ
と
売
上
Ｕ
Ｐ
の

両
立
～
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
は
ジ
ャ

イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
岡
部
圭

子
氏
を
お
迎
え
し
、
会

員
事
業
者
な
ど
か
ら

９
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

岡
部
氏
は
ア
パ

レ
ル
業
界
で
の
経

験

を

活

か

し
、

２

０
１
４
年
に
独
立
。

In
s

ta
g

r
a

m

を

活

用
し
た
独
自
の
フ
ァ

ン
づ
く
り
戦
略
に
よ

り
、
わ
ず
か
数
年
で
累

計
６
︐
２
０
０
万
円

と
１.

２
万
人
を
超

え
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を

獲
得
し
、
持
続
的
な
事

業
成
長
モ
デ
ル
を
確

立
。
２
０
２
１
年
か
ら

は
そ
の
実
績
を
活
か

し
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル

デ
ザ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン

ド
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を

手
が
け
、
「
お
客
様
を

フ
ァ
ン
に
変
え
る
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
1 0
社
以

上
の
企
業
と
多
数
の

商
品
化
実
績
を
持
つ
、

フ
ァ
ン
づ
く
り
戦
略

の
専
門
家
で
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
も
、

ま
ず

In
s

ta
g

r
a

m

・

F
a

c
e

b
o

o
k

・

Ｘ

（

旧

T
w

itte
r

）

な

ど
主
要
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特

徴
が
紹
介
さ
れ
、
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
何

を
し
た
い
か
？
」
や

「
強
み
を
活
か
し
た

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
考

え
よ
う
」
な
ど
、
主
に

In
s

ta
g

r
a

m

戦

略

を
中
心
に
説
明
し
ま

し
た
。
多
く
の
事
業
者

が
抱
え
る
「
何
を
書
け

ば
い
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
課
題
に
対

し
、
岡
部
氏
は
「
自
社

の
強
み
を
表
現
」
「
投

稿
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
」

の
重
要
性
を
強
調
。
単

に
投
稿
を
続
け
る
だ

け
で
な
く
、
誰
に
・
何

を
・
ど
の
よ
う
に
伝
え

る
か
と
い
う
“
発
信
の

設
計
”
が
成
果
を
分
け

る
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
忙
し
く
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
扱
う
時
間
が

な
い
事
業
者
向
け
に

は
、
投
稿
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
自
動
化
を
紹
介

し
、
業
務
効
率
化
と
少

な
い
時
間
で
も
成
果

を
最
大
限
引
き
出
す

方
法
を
説
明
し
ま
し

た
。
会
場
全
体
が
活
気

に
包
ま
れ
る
中
、
セ
ミ

ナ
ー
は
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
す
ぐ
に
試
せ
る
方
法

が
学
べ
て
“
や
っ
て
み

よ
う
”
と
い
う
気
に
な

れ
た
」
「
楽
し
い
講
座

で
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
た
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
、
今
後
の
生
産
性
向

上
へ
の
期
待
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
働

き
方
改
革
を
推
進
す

る
た
め
の
助
成
金
事

業
の
一
環
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。
近

年
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
で
は
、
人
手
不
足

や
長
時
間
労
働
の
是

正
、
生
産
性
向
上
な
ど

“
働
き
方
改
革
”
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。　

限
ら
れ

た
人
員
で
効
率
的
に

売
上
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
費
用
負
担
の

少
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
集
客
が
有
効

で
あ
り
、
本
セ
ミ
ナ
ー

は
ま
さ
に
そ
う
し
た

経
営
課
題
に
応
え
る

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
が
学
ん
だ
内

容
を
日
々
の
業
務
に

活
か
し
、
生
産
性
向
上

へ
と
つ
な
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

御
坊
商
工
会
議
所

で
は
、
今
後
も
皆
様
の

事
業
発
展
に
資
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し

て
ま
い
り
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
生
産
性
Ｕ
Ｐ
と
売
上
Ｕ
Ｐ
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
生
産
性
Ｕ
Ｐ
と
売
上
Ｕ
Ｐ
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
集
客
戦
略

      
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ｓ
Ｎ
Ｓ
集
客
戦
略

      
セ
ミ
ナ
ー
開
催


